
 

 

 
平成２４年２月２日 

報道機関各位 

                              熊 本 大 学 

 

第 10回熊本大学沿岸域環境科学教育研究センター講演会           

沿岸域環境科学の最前線－基礎研究から保全・再生・防災まで－ 

 

 有明海・八代海は、熊本県民にとってなじみ深い海で、貴重な海産生物が多く生息する広大な干

潟が広がっています。しかし、近年、生物多様性の減少、漁獲量の激減、赤潮の多発、台風による

高潮災害など、数多くの問題が発生しています。熊本大学沿岸域環境科学教育研究センターでは、

有明海・八代海を中心とする沿岸域環境に関する幅広い教育研究活動が行われています。さらに、

東北大震災の支援として、センターの専門性を活かした事業を三陸沿岸で実施しています。本年度

の研究成果を広く市民の皆様に公開し、地域に還元することを目的として開催される本講演会で

は、沿岸域環境に関する基礎研究から応用分野の保全・再生・防災まで、多岐にわたる話題提供が

行われます。是非ご参加ください。 
 
 
日 時  平成２４年３月２２日（木）13:00～17:00 
 
場 所  熊本大学工学部百周年記念館（熊本県熊本市黒髪 2 丁目 39-1） 
 
対 象    熊本大学、国及び熊本県関係者、一般市民 １６０名（定員） 

（※事前の申し込みは必要ありません。） 
 
内 容   詳細は別紙チラシをご参照ください。 
 
その他 
本講演会では、センター教員以外に、客員教授からも話題提供が行われます。 
なお、詳細は本学のホームページにも掲載されておりますので、ご覧下さい。 

 

 

国立大学法人熊本大学 

【問い合わせ先】 

熊本大学教育研究推進部自然科学系事務ユニット 

研究センター支援担当  TEL 096-342-3143 




